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第３５回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  平成２９年１０月１７日（火）１３：３０～１４：００ 

 

２．場 所  中央合同庁舎第８号館５階共用Ｃ会議室 

 

３．出席者  内閣府原子力委員会 

        岡委員長、阿部委員、中西委員 

       外務省軍縮不拡散・科学部不拡散・科学原子力課 

        林課長 

       内閣府原子力政策担当室 

        林参事官、川渕企画官 他 

 

４．議 題 

 （１）ＩＡＥＡ第６１回総会の結果概要について（外務省） 

 （２）その他 

 

５．配付資料 

（１－１）国際原子力機関（ＩＡＥＡ）第６１回総会 

（１－２）第６１回国際原子力機関（ＩＡＥＡ）総会 日本政府代表演説 

 

６．審議事項 

（岡委員長）それでは、時間になりましたので、ただいまから第３５回原子力委員会を開催い

たします。 

  本日の議題は、１つ目が「ＩＡＥＡ第６１回総会の結果概要について（外務省）」、２つ

目がその他です。 

  本日の会議は１４時３０分を目途に進行させていただきます。 

  それでは、事務局から説明をお願いします。 

（林参事官）議題１でございますが９月１８日から２２日までウイーンにおいて開催ＩＡＥＡ

第６１回総会の結果概要について御説明いただくために、外務省軍縮不拡散・科学部不拡
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散・科学原子力課長の林誠課長に御出席いただいております。 

  それでは御説明を、大体１０分から１５分ぐらいでお願いします。 

（林課長）外務省不拡散・科学原子力課長の林でございます。 

  本日は、９月、先月開催されました第６１回ＩＡＥＡの総会について概要を御報告させて

いただきます。今回が６１回目で、丸６０年たって、前回が６０周年記念ということですが、

改めて新しい議題に入ったということでございます。 

（岡委員長）ことしが６０周年。 

（林課長）６０周年になって、６１回目ということですね。 

（岡委員長）数え年ではないという。 

（林課長）そうです。１回目が開かれてから、丸６０年たったと。 

  まず、松山内閣府特命担当大臣に政府代表として御出席いただきました。それから岡委員

長にも御出席いただきました。 

  総会におきましては、初日、１８日に松山大臣の方から我が国の一般討論演説を行ってい

ただきました。お配りしております概要と、それから政府代表演説をごらんいただきながら

お聞きいただければと思います。 

  まず松山大臣の一般討論演説について御説明させていただきます。 

  松山大臣のスピーチに先立ちまして、天野事務局長の再任が正式に総会で承認されたこと

を受けまして、まず再任への祝意を述べると共に、冒頭の部分で、北朝鮮の６回目の核実験

を非難、それから北朝鮮に対する挑発行動の自制、安保理決議や六者の共同声明の遵守など

を強くまず求めました。 

  引き続き、日本の原子力政策、それから福島第一原発事故の取組を含めた安全性の話、更

にグローバルな課題でのＩＡＥＡへの貢献、それから核セキュリティの強化などについて述

べております。 

  まず、日本の原子力政策につきましては、策定されました「基本的考え方」などの御紹介

をすると共に、プルサーマルの推進等を通じたプルトニウムの着実な利用ですとか核燃料サ

イクルの推進について述べております。 

  それから、福島第一原発後の取組につきましては、廃炉・汚染水対策が着実に進展してい

ることを説明すると共に、日本産食品の安全確保の取組を紹介しつつ、まだ少し残ります輸

入規制の撤廃の呼びかけを行いました。 

  安全性につきましては、ＩＲＲＳミッションを初めとしたＩＡＥＡのピアレビューの受入
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れなどにいついて御紹介させていただいております。 

  また、グローバルな課題につきましては、天野事務局長が掲げております「平和と開発の

ための原子力」というコンセプトへの支持、それからＩＡＥＡによる技術協力、ＥＵＲを初

めとした技術協力への日本の貢献について紹介いたしております。 

  また、核セキュリティの強化につきましては、アメリカを中心にしました核セキュリティ

サミットのプロセスを受けまして、核セキュリティの分野でＩＡＥＡが中心的な役割を果た

していくことが求められているという中で、ＩＡＥＡが核セキュリティの強化の部分で中心

的役割を果たすということについての支持、それから日本としてものＩＡＥＡが核セキュリ

ティ分野での活動について貢献していくこと、それから、日本の取組といたしまして、ＩＰ

ＰＡＳフォローアップミッションの受入れをＩＡＥＡにお願いしているということを紹介し

ております。 

  更に、核不拡散体制強化のための取組ということで、アジア地域で日本が取り組んでおり

ます取組について紹介するほか、イランの核合意への我が国の支持ということを改めて述べ

た上で、イラン向けの保障措置トレーニングの実施を行うということ―これはもうその後

実施いたしております―について紹介しております。 

  以上が、松山大臣によります一般討論演説の簡単な御紹介でございます。 

  あわせまして、天野事務局長の３選について御紹介しておきますと、現在、天野事務局長

は２期目でございまして、ことしの１２月１日からの４年間を担うべく事務局長の選任とい

うのはずっと行われてきておりました。 

  ３月の理事会におきまして、天野事務局長以外に立候補者がいないという形で、全会一致

でまず理事会で承認されておりました。 

  今回の総会におきまして、改めて全加盟国によるこれは拍手ということで、全会一致で天

野事務局長の再任というか、３選が決定いたしました。今年の１２月１日から４年間、３期

目をお務めになるということで、日本政府としても天野事務局長、現時点で主要な国際機関

の長、唯一の長ということで、日本政府としても、今後とも支持していくということを天野

事務局長に対しても各国に対しても表明しております。 

  続きまして、松山大臣が総会に出席した機会を捉えまして、今挙げました天野事務局長ほ

かに、アメリカのペリーエネルギー省長官、更にフランスの原子力・代替エネルギー庁の長

官でありますヴェルヴェルド長官との会談を行ったということでございます。 

  次に、総会におきまして、冒頭、天野ＩＡＥＡ事務局長から演説がありましたので、そこ
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に概要として簡単に御紹介させていただいております。初日の冒頭の演説でございましたけ

れども、６０年間のＩＡＥＡの平和と安全への貢献、それから北朝鮮による６回目の実験に

ついての遺憾の表明、更にＩＡＥＡがいつでも北朝鮮での活動再開に向けた体制を整えてい

るということの紹介、更にＳＤＧｓ達成に向けたＩＡＥＡとしての技術協力を通じた貢献を

引き続き行っていくこと、それから核セキュリティについては高い重要性を持って取り組ん

でいくということを述べられております。 

  ただ、総会で様々な決議が最終的には採択されております。主要なものを概要に書かせて

いただいておりますが、多くのものはこれまでのものをアップデートすると、技術的修正点

のみを変えるというもので、基本的にコンセンサスで採択されております。 

  今年の決議で言えば、３ポツの（１）の北朝鮮の核問題についての決議につきましては、

様々なメンバー国で調整が行われた結果、９月にちょうど６回目の核実験があったというこ

とで、これまでの決議に加えて核実験の非難、それから北朝鮮への非難の部分については用

語を改めて入れるということ。結果としまして、コンセンサスで採択されております。 

  さらに２番目にあります中東におけるＩＡＥＡ保障措置の適用という議題のもとでの決議

でございますけれども、これは例年、投票にかけられておりまして、ことしも同様に投票に

かけられました。分割投票になりまして、全体としては我が国を含めた賛成多数で採択され、

棄権の部分についてはアメリカ、カナダなどですけれども。それから域内全てでＮＰＴの加

入を求めるパラグラフについては分割投票になりまして、イスラエル反対、ほかアメリカ、

カナダ、インドなどが棄権―を除いた我が国を含めた大多数の賛成で採択されております。 

  決議につきましては、特徴的なところは以上でございます。 

  以上で私からの御説明は大体終わるのですけれども、今回の総会につきましては、過去２

年間は国会の状況等がありまして担当大臣の御出席がかなわなかったのですが、ことしは久

しぶりに参加していただくことが可能になって、日本としてのＩＡＥＡの取組について発信

できたというふうに考えております。 

  また、岡委員長にも、今年も御出席いただきまして、ありがとうございました。 

  以上です。 

（岡委員長）ありがとうございました。 

  それでは質疑を行います。阿部委員からお願いします。 

（阿部委員）御説明ありがとうございました。 

  幾つか質問させていただきますけれども、１つは、核セキュリティについては、去年まで
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オバマ大統領のイニシアチブで１年おきに核セキュリティサミットとやってきて、これが去

年が最後だったわけですね。ＩＡＥＡが引き継ぐことになったわけですけれども、具体的に

は、サミットはやらないのでしょうけれども、閣僚会議か何かをやって、これを引き継いで

いくのですか。 

（林課長）核セキュリティについては、御指摘のとおり、サミットのプロセスが一応、アメリ

カの説明によると終わって、中心的役割をＩＡＥＡが担うということで、実際、昨年１２月

に核セキュリティに関する閣僚会議をＩＡＥＡが主催しております。 

  おおよそ２年に１回程度、そのような閣僚会議を開いてモメンタムを維持していく、その

間に様々な取組について加盟国と協力していくということになって、核セキュリティサミッ

トで行われていた、そういうプロセスというかモメンタムが引き続き維持されている、ＩＡ

ＥＡ中心に維持されているというふうに考えています。 

（阿部委員）イラン問題については、報道によると最近、河野大臣がイランの外務大臣と電話

をして、核合意維持を支持するということをおっしゃったようですけれども、アメリカは一

つはＩＡＥＡの査察をやっているけれども、例えばパーチンの軍事基地は見ていないではな

いかというようなこと、それからミサイル開発を進めているではないかと。ミサイル開発は

核合意の中にはなかったけれども、安保理決議でいろいろ制約されていますよね。 

  というようなことですけれども、河野大臣は、報道によると全面的にイランの立場を支持

するということをおっしゃったようですけれども、今、私が言った２点については、アメリ

カとは立場を別にしているわけですね。 

（林課長）イランの核合意に対しては、アメリカ側は御承知のとおり大統領がアナウンスメン

トをしたということで理解しておりますし、我が国は引き続き、イランの核合意自体が国際

不拡散体制の強化とか中東の安定というものについて資するということで支持を表明してお

ります。ただ、引き続き、当事国による継続の履行を期待するということでございます。 

  それから、ミサイル対する見解等については、それぞれの立場があると思います。日本は

引き続き、私が承知している限りでは、イランのミサイルに関する行動自身は、安保理の趣

旨に違反とはコンセンサスでないという形での意見は述べておりますが、アメリカと一致す

るかどうかについては、そこはコメントを差し控えさせていただきます。 

（阿部委員）つまり、１つは、日本政府としてイランの核合意を支持するとおっしゃったとい

うことで、それをアメリカは問題視して、査察についてはＩＡＥＡがやっている今のあれで

いいのだというのが日本政府の見解ですか。 
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（林課長）ＩＡＥＡのイランに対する活動、具体的なものについて日本政府としてコメントす

る立場ではございませんけれども、ＩＡＥＡがイランの核合意履行という側面の中で検証、

特に検証の部分において役割を果たしていると。天野事務局長のもとで、ＩＡＥＡが求めら

れた役割を果たしていく、今後とも果たしていくということを期待しているということでご

ざいます。 

（阿部委員）それから安保理決議では、イランが核兵器、大量破壊兵器を運搬するようなミサ

イルを開発してはいけないと、それに対しては各国が禁輸その他の制裁を科すべきと書いて

ありますよね。その部分は、核合意にはないけれども、当然安保理決議は残って生きている

わけで、イランはそれに従わなければいけないし、各国はそれを、制裁を継続する義務があ

ると、むしろ。そうやって、アメリカがもしこれから、ミサイルの問題によって制裁をもし

やるのだといっても、それはけしからんと言えないような気がしますけれども、それはどう

お考えですか。 

（林課長）アメリカが今後どういうふうな対応をとるかについて現時点で仮定の御質問に答え

るのは難しいということですけれども、日本の立場というのは先程申し上げたように、安保

理決議というのは残っておりまして、それの履行というのは各加盟国に求められていること

ですので、それは誠実に履行していくというふうに考えます。 

（阿部委員）それから最後に、例の中東決議があって、分割投票で１か国が反対したと、これ

は恐らくイスラエルが反対したのでしょうね。 

  私が思うには、この中東非核地帯をつくりなさいということが書いてあって、当然ながら、

非核地帯をつくれば核兵器は放棄しなければいけないので、したがって、イスラエルもＮＰ

Ｔに入ることには問題ないことになるのですけれども、この決議は、ＮＰＴにまず入りなさ

いと書いてあって、その後で非核地帯ということになっているのですか。そうすると、イス

ラエルはのめないかもしれませんね。これ、順番は書いてあるのですか、この決議には。 

（林課長）細かな文言は私は今承知していないのですが、今回の決議でいいますと、まずは全

体といたしまして域内に非核地帯を設けるという取組を含めた決議全体については、イスラ

エルも含めて、賛成した国、反対はゼロでございます。イスラエルは棄権をしたという状況

になっていると理解しています。 

  分割投票にかけられた部分は、全ての域内国がＮＰＴに加入することを求めるパラグラフ

につきましては、先程御説明しましたようにイスラエルが反対票を投じているということで

ございますので、その部分についてははっきりと意思表示したというふうに考えております。 
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（阿部委員）ということは、イスラエルが反対したということは要するに、非核地帯自体がで

き上がれば当然核兵器は持てないわけだから、ＮＰＴが入っても問題ないわけで、同時なら

ばイスラエルも別に反対する理由はないはずですね。反対したということは、恐らくＮＰＴ

に入りなさいという方が先か、あるいはより強く書いてあるのですよね。でしょうね、きっ

と。非核地帯をつくりなさいというのが弱く書いてあるから、それでイスラエルはのめなか

ったと、こういうことですかね。 

（林課長）イスラエルの判断自体はなかなか私どもでも承知しておりませんけれども、より具

体的なパラグラフであるところのＮＰＴの加入を求めるところについては分割投票を求め、

その結果、イスラエルは反対票を投じたということだと思います。 

（阿部委員）ありがとうございました。 

（岡委員長）中西先生、いかがでしょうが。 

（中西委員）御説明ありがとうございました。 

  ちょっと余計なことかもしれないのですが、天野事務局長、３選されて非常によかったと

思うのですが、これは４選というのもあり得るのですか。 

（林課長）３選は決まりましたと。今後につきましては天野事務局長、述べておりません。 

（阿部委員）形式はないのです。 

（林課長）参考までに、過去は５期、４期、３期務められている。 

（阿部委員）５期があったか、４期はあったな。 

（中西委員）もう一つ、天野事務局長が言われています「平和と開発のための原子力」という

ことで、「開発のための」というのは、その後の御説明の中に、具体的にどういうところを

考えればよろしいのでしょうか。 

（林課長）開発の部分といいますのは、これまで、アトムズ・フォー・ピースということで、

平和のためのということだったのですけれども、アトムズ・フォー・ピース・アンド・ディ

ベロップメントということで、開発の要素を入れた。その中身につきましては、放射線の技

術を使いまして医療ですとか、農業の分野で品種増産を図るとか、害虫ですね、それからあ

とは水ですね。水源を捜すみたいなところで、いろいろな技術を使っていくということで、

原子力エネルギーだけでなくて、そういう途上国の開発の部分で積極的に放射線の技術を使

っていくことと承知しています。 

（中西委員）この上のところに、原子力安全のところに、可搬型または小型モジュール等の型

式の炉に関するものというのもあります。これは特に開発というわけではないと考えてよろ
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しいのですか。 

（林課長）原子力安全の部分で書いてございます「小型モジュール等の型式の炉に関する原子

力安全の観点から」、これは私が承知する限り、今後そういう研究が行われているのを踏ま

えて、そういう新しい形の炉についても安全性の観点からＩＡＥＡに一定の貢献というか、

関与を求めているというふうな内容だというふうに理解しています。 

（中西委員）どうもありがとうございました。 

（岡委員長）ありがとうございます。私は行ったのですけれども、聞いていないところもあり

ます。特に主な議題に上がっていたところは聞いてないのですけれども、ここに主な議題で

上げていただいた項目は、この総会でこういうのがそれぞれセッション等で持たれていると。

そういう感じなのでしょうか。それとも、そうではなくて、お気づきになったものを大体書

いていただいているのでしょうか。 

（林課長）総会における議題というのを事前に各国調整の上、こういう議題で行うというふう

に決まります。その上で、一応その総会の期間中に議題ごとにセッションが行われまして、

そこで発言を求められるところは国が発言すると。その結果、決議が提出され、その決議に

ついて、また議論が行われて、最終的にということでございます。 

  ここに挙げさせていただいたのは、主要な議題ということで毎年大体出てきて、各国が関

心を持って取り組むということを挙げさせていただいておりまして、もう少し細かな議論、

議題もございますが、必要な議題ということでは大体これかなというふうに考えております。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

  先生方からほかにございますでしょうか。 

  それでは大変ありがとうございました。 

  それでは次の議題につきまして、議題２、その他につきまして、少し申し上げたいと思い

ますが、今後の原子力委員会の議論の方向性を簡単に御説明いたしたいと存じます。 

  原子力委員会では、「原子力利用に関する基本的考え方」及び原子力白書の策定が終了い

たしました。この中でも言及されておりますが、様々な問題点の解消のための各論の取組も

今後議論したいと考えています。 

  まず行政の説明責任の観点から、前回の第３４回原子力委員会において、日本のプルトニ

ウムについて解説を公表しました。続けて、原子力人材に関する問題への取組と、国民理解

の深化の取組について議論を行っていく予定です。 

  次に事務局から事務連絡をお願いします。 



－9－ 

（林参事官）それでは今、岡委員長の方から今後の方向性についてあったわけですけれども、

具体的な会議の予定として御説明いたしますと、次回第３６回原子力委員会の開催につきま

しては、１０月２０日金曜日１時半から、場所はここではなくて中央合同庁舎４号館１回の

共用１２３会議室になっております。 

  議題につきましては、人材ということで、大学における原子力基盤教育の充実についてと

いうことで、大学の先生あるいは産業界の方を呼んでヒアリングをさせていただくと。ヒア

リング及び議論をさせていただくと。あと２番目の議題としましては、ＦＮＣＡの大臣級会

合についてということで、ここで岡委員長の出張報告も含めて報告をさせていただきたいと、

こういう予定にしております。 

  また、開催日時も近いので第３７回につきましても御案内をいたしますと、第３７回の原

子力委員会の開催につきましては１０月２３日月曜日１０時から、これも中央合同庁舎４号

館、この建物ではない、あちらの建物になりますが、１階共用会議室１２３会議室というこ

とで、議題につきましては、国民理解の深化についてというものを予定しております。 

  議題の追加変更等がある場合には、原子力委員会のホーム等の開催案内をもってお知らせ

いたします。 

  以上です。 

（岡委員長）ＦＮＣＡの大臣級会合、私、出張しておりますので、これは大臣級会合の報告だ

けではなくて、ついでにほかのところにも行きましたので、その報告もあわせしていただき

ます。 

  そのほか、委員から何か御発言はございますでしょうか。 

  それではないようですので、これで委員会を終わります。ありがとうございました。 

 


